令和〇〇年〇〇月○○日
代表取締役社長　◯◯◯◯様

始　末　書

　このたびは社用車を損傷してしまい、誠に申し訳ございませんでした。
令和◯◯年◯◯月◯◯日17時頃、営業先から戻り当支店の駐車場に入庫する際に、私の不注意で社用車の右後方をぶつけて、ライトを破損してしまいました。
　最大の原因は入庫時に私自身の後方確認が不十分だったことですが、従たる原因はソナーセンサーのスイッチの入れ忘れで、客先でオフにしたまま失念していました。普段から入庫の際はセンサー音を頼りにしており、過信しすぎていた点も事故の一因と思われます。
　幸い損傷箇所は右後方ライトのカバー部のみでした。破損部分については、現在総務部を通じて修理を依頼しておりますが、今後はこうした事故を再び起こすことが無いよう、ふだんから安全運転を心がけます。また、機器に依存しすぎず、周辺の安全確認を怠らぬようにしたいと存じます。
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　二度と同じ不始末を犯さぬよう細心の注意を払う所存でございます。本当に申し訳ございませんでした。
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